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福岡県立朝倉高等学校長　殿
福岡県立朝倉高等学校　学校関係者評価委員会
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福岡県立朝倉高等学校　平成 ３０ 年度　学校関係者評価書　　（　定時制課程　） 　　

学校関係者評価委員会の評価結果を次のとおり報告します。

学校運営計画（４月） 自己評価に対する学校関係者評価委員会の評価

学校運営方針
校訓「聡明・自立・敬愛」を拠り所に、社会的自立の基盤となる、学力、体力、豊かな心を培うとともに、社会の変化に対応し、社会を支え、その発展に寄与する力を育成
する。

Ａ

　自己評価は

　　Ａ　適切である
　　Ｂ　概ね適切である
　　Ｃ　やや不適切である
　　Ｄ　不適切である

昨年度の成果と課題 平成３０年度重点目標

次年度の主な課題

教科指導

生徒理解の深化を図りつつ、生徒の成長を待つ。

毎週の生徒情報交換会により生徒の状況の共通認識を図る。

A

A

・SSWに助力をしていただいたりSCによる研修を受けたりして職員の意
識向上の努力をしながら生徒情報交換会を維持することができた。そ
れにもかかわらず、年間の平均出席率が85%にとどまり、退学者が数名
出たということは、生徒の変化に職員集団がついていけていないとい
うことになる。よって、次年度はSSWやSCとの関係をさらに深め、他の
機関とも連携できるところは連携しつつ、生徒情報交換会をさらに有
効なものとしていく必要がある。
・SEL-8Sに取り組むなど、授業改善の努力を積み重ねていくことがで
きた。次年度も生徒のコミュニケーション能力を高める教材開発を続
ける必要がある。
・授業の楽しさは5段階評価の3.9であった。生徒が「あの授業がある
から学校に行こう」というほどに授業の質を高めていきたい。

具体的目標

　全職員で様々な情報を共有することができ、生
徒へのきめ細かな指導、学校運営ができた。生徒
の出席率は約８９％であり、おおむね良好と言え
る。進路指導の取組を強化することで、生徒の進
路意識の向上が見られ、卒業生の進路希望達成率
も高かった。今後も地域社会で活躍する人材育成
をめざし、授業改善を重ねたい。

積極的にチャレンジする喜びを持ち、自らの将来を切り拓く人
材の育成。

・段階的な指導で基礎学力を定着させる。ＡＬ型授業で、コミュニケーション力を向上させる。
・生徒会活動、進路指導を通じ、「自信」と「志」を育成するキャリア教育を推進する。

生徒理解に努め、情報を共有し、「鍛えて、ほめて、伸ばす」
指導により、生徒の可能性を拡大する指導体制の確立。

・情報交換会、親の会、中学校訪問等による情報共有で「チーム朝高定時」としての指導体制を強化する。
職員研修会により、職員の教育相談力や生徒指導力を向上させる。

保護者や地域と連携し、生徒の就学と就業を支援する環境整備
を行う。

・学校案内パンフレット、ＨＰや朝倉通信で、校内外へ生徒の活躍を発信する。
・ハローワークとの連携を深め、職場開拓により、就労を支援する。

家庭・職場訪問などを行い、家庭環境や生育歴などからの情報を指導に生かす。

自信と将来の目標に繋がる学力をつける。

教科の神髄を伝えることのできる授業を展開する。そのためにAL型授業の実行などの工
夫によって、生徒に学校が貴重な学習の場であることを認識させる。

A
新入生基礎学力観察週間を年度始めに設置し、学力の把握・実態に応じた指導に努め
る。

学期ごとの補講を実施し、基礎学力の確保を行う。

検定などの授業以外の学習に取り組むよう意識づける工夫を行う。

具体的目標 具体的方策 評価（３月）

全員の進級・卒業を目指す。

年間平均出席率が９０％以上となるように取組みを行う。

A「楽しく学びがいのある授業」を作ることによって、さまざまな人間関係を形成する。

出席に問題のある生徒への対処が担任だけの負担にならないように、情報交換会を活用
し、互いに助け合う。

HR活動や総合的な学習の時間を充実する。
ＨＲの計画予定調整を行い、充実した学校生活の一部となるようにする。

A各教員の「総合的な学習の時間」の持ち時間を利用して、生徒も教師も楽しめる授業を
作り上げる。

授業は最大の生徒指導の場と位置づけ、授業規律の徹底（スマホ・携帯電話）を図る。

中学校等への広報活動を充実しつつ、入学検査を
運営する。

志望しそうな生徒がいる中学校や関係機関を手分けして訪問する。

A
学校見学を随時実施することによって、受検生の意識付け・進学の意志の確定を進め
る。

入学検査を着実に運営する。

生徒指導

集団の一員としての自覚を育てるための生徒会活
動を活性化する。

生徒会役員会を定例化する。

A

A

A

・進路アンケートを３回実施し、全職員が生徒の進路希望や就業状況
を定期的に把握するよう努めてきた。１月の時点で就業している生徒
は６５%程度であった。就業経験の無い生徒対して全職員で様々な角度
からアプローチをしていくことに加え、ハローワークや地域若者サ
ポートステーションなどの関係機関と連携をしていくことが必要であ
る。
・進路アンケートを活用し、各担任が進路に関するHRを実施すること
ができた。次年度は進路アンケートから生徒が疑問に思っていること
や、卒業後の進路実現のために必要なことを生徒に発信したり、学ば
せたりする内容も加えていく。
・４年生への進学・就職についてのガイダンスを充実させることがで
きた。卒業予定者の人数が少なく、面接や小論文の指導が必要な時期
が分散されたため、今年度は進路指導部及び担任からの指導で対応で
きた。次年度はさらに組織的に面接指導や履歴書の作成、小論文指導
を進め、指導体制を構築したい。
・検定試験に挑戦した生徒はのべ２２名であった。日本語ワープロ検
定や情報処理技能検定試験においては１級に合格する生徒が前年度２
名に対し、今年度は８名と増え、着実に成果を出している。次年度も
各種検定へのチャレンジを積極的に促していく。

A就職・進学のための作文・小論文及び面接指導を、学校全体で組織的に行う。

ハローワークと連携し、高卒求人票、一般求人票を提供し、就職希望者を支援する。

生徒一人ひとりの適性や能力に応じた指導・助言
を行う。

不測の事態に対しての危機管理の徹底と生徒への安全指導の充実を図る。

生徒の状況変化を早めにつかんだ生徒指導に取り
組む。

生徒情報交換会の一層の充実をはかり、職員の共通理解のもとで生徒指導を行う。
A

いじめアンケート・いじめ防止対策委員会を定期的に実施する。

交通法規をはじめとした遵法精神の育成と社会で
のマナーを身につけさせる

交通安全教室・防災意識の向上を図る教育を計画・実施する。
A日頃から生徒の置かれた環境や状況をしっかりと把握し、生徒の心を掴んだ指導・助言

を心がける。

A

・生徒会長を中心として、生徒会役員や一般生徒の協力があり、年間を通
して生徒会行事等をスムーズに実施できた。新生徒会役員による事後調査
を活用し、次年度のより良い行事実施について検討を行っている。
・いじめ問題に関しては、毎月のアンケート、学期末の家庭用いじめ
チェックリスト、相談ポスト等を活用し、毎月いじめ防止対策委員会を実
施した。今年度、問題となるものはなかった。次年度も継続して行う。
・生徒情報交換会（毎週月曜日、年間40回程度）、学期末の保護者面談、
年８回実施の親の会、５月の学校訪問・家庭訪問、夏季休暇中の職場訪
問、１２月の中学校・適応指導教職員訪問等を活用し、年間を通して職員
の共通理解を深め、より良い生徒指導を行うことができた。次年度も継続
して行う。
・年間４回の規範意識育成学習（１回は保護者参加）を実施し、規範意識
向上に努めた、大きな問題行動はなかった。次年度も計画し、継続指導を
行う。
・研修部と協力し、職員研修会・臨床心理士との職員研修会（２回）を実
施した。専門家からの助言も取り入れ、最新の情報や手立てを共有でき
た。次年度は月2日来校しているスクールソーシャルワーカーとの研修会を
実施し、更なる生徒理解に努める。
・携帯電話、スマホの使用について生徒会も交えた指導を進める。（授業
中の使用や歩きスマホ）

行事の中で、生徒会への適切な役割分担と職員による評価や声掛けを実施する。

アンケート調査などにより、生徒の意見を取り入れた生徒会行事を工夫する。

生徒の状況把握に努め、積極的に生徒との関係つ
くりに努める。

日ごろから生徒へ積極的な挨拶、声かけを行う。

A家庭訪問、電話連絡等により保護者との連携を図る。（無断欠席が２日続いたら担任よ
り保護者に電話連絡をおこなう。）

落ち着いた学習の場としての秩序ある学校つくり
に努める。

定期的に就業状況を把握し、就業促進に役立てる。

職場訪問で就業状況を把握するとともに、就学と就業の両立ができるよう、雇用主との
理解を深める。

進路に関するHRを充実させ、生徒が自己の進路に
希望が持てるようにする。

進路に関するHRを実施するための情報収集、教材作成を積極的に行い、各担任がHRで実
践できるよう連携をはかる。

A進路講演会を実施し、自己の生き方や働く意義について考える機会を与える。

進路について考える材料および、目標実現に向けた各種情報を発信する。

３、４年生の進路希望実現への挑戦に対し、最大
限の支援をする。

就職・進学に関するガイダンスを実施し、就職活動や受験の流れ、必要な手続き等を把
握させ、円滑に進路活動が進むよう支援する。

「働きながら学ぶ」生徒を育成し、社会人として
の自立を支援する。

ハローワークへの登録を奨励し、ハローワークと連携しながら就業を支援する。

A

定期的に進路希望調査を実施し、生徒一人ひとりの進路希望を全職員が把握すること
で、進路実現に向けた組織的な指導に役立てる。

A
個人面談や三者面談を実施し、生徒一人ひとりの適性や能力および進路希望に応じた適
切な指導・助言を行う。

生徒一人ひとりの希望や能力に応じた資格・検定試験へのチャレンジを促す。

進路指導

Ａ

A

A

学校からの要望で創立１１０周年記念事業として
行ったＩＣＴ教育機器の導入
各クラスの授業風景を見て大きな学力向上につな
がると思った。
先生方の学校での仕事内容の多さにびっくりしま
すが、健康に留意され、立派な人間として生徒諸
君を導いていただくことを心から願っています。

中学校時代不登校だった子供さんが多く、朝高定
時制を希望しています。今後の対応も難しくなる
と思われますが、よろしくお願いいたします。
　定時制でいろいろな成果が上がっているのはう
れしい限りです。
卒業式での心温まる当時が聞けるであろうと楽し
みにしています。

　少子化の影響で学校教育の在り様もずいぶん変
化してきていますが、先生方のお話の中で強い信
念がうかがえ朝高の素晴らしい校風とともに、朝
高の魅力を大いに発信してほしい。

A

80
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積極的にチャレンジする喜びを持ち、自らの将来を切り拓く人
材の育成。

・段階的な指導で基礎学力を定着させる。ＡＬ型授業で、コミュニケーション力を向上させる。
・生徒会活動、進路指導を通じ、「自信」と「志」を育成するキャリア教育を推進する。

生徒理解に努め、情報を共有し、「鍛えて、ほめて、伸ばす」
指導により、生徒の可能性を拡大する指導体制の確立。

・情報交換会、親の会、中学校訪問等による情報共有で「チーム朝高定時」としての指導体制を強化する。
職員研修会により、職員の教育相談力や生徒指導力を向上させる。

保護者や地域と連携し、生徒の就学と就業を支援する環境整備
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健康・安全指導

一人ひとりの生徒が心身ともに健康で、穏やかな
学校生活を送ることができるように、全教員が指
導できる体制づくりを構築する。

生徒が抱えている心身の相談を受けて、全職員での情報の共有化を図りつつ、適切な指
導・助言を行う。

A

A
問題を抱えた生徒に関しては、全職員で情報の共有化を図り、その場での助言を参考に
して、担当が個別に生徒指導を行うことができる体制づくりを図る。

保健委員長を中心に各保健委員が主体的に委員会
活動に取り組むことにより、職員と生徒が共に保
健活動を行う機会を設けていく。

筑後地区保健会定時制部会への参加を通して、職員と生徒が共に研鑽を図る。

A定期的に保健委員会を開催して、各学年で保健委員が保健指導を行う。

「食育」指導を推進する。
生徒に給食意義を理解させ、バランスのとれた栄養補給に努め、喫食率の向上化を図
る。

A

・生徒が心身共に、安心して学校生活を過ごすために、健康・安全指導を
継続して行った。
・心やその他の様々な悩みを持つ生徒に対する窓口となり、個別に対応を
図ると共に、ＳＳＷとの連携や職員全員が情報共有するなど、該当生徒に
対し個別に指導する体制を今後も実践していきたい。
・薬物乱用防止教育では、生徒が講演会等を通して、被害に遭わない様に
啓発に努めた。
・性教育については、担当職員が本校の実態に合った講話を企画し、全職
員で取り組むようにしたい。
・保健委員会では、保健指導を自覚して主体的に取り組むため、定期的に
委員会を開催し、保健委員の活動を実施できた。次年度は校内発表等も含
めた活動を行いたい。
・筑後地区保健会定時制部会では、生徒が積極的に参加して、他校生と交
流を深め、本校の保健委員の取り組みについても全体の場で発表を行い、
学校外における社会的スキルの向上が見られた。
・給食については、喫食率の向上に向け、リクエストメニューや入学時の
オリエンテーションを充実させ、食への感謝の心や、残食を減らす意識を
持たせ、バランスのとれた栄養補給に努めていきたい。

A

日常の健康観察を常に行い、生徒の健康面に配慮して、穏やかな学校生活へ繋がる指
導・助言を行う。

心の健康相談を計画的に行い、生徒の実態に即し
た支援体制づくりを行う。

教員の教育相談能力の向上に向けた職員研修会を設定して、様々な生徒のニーズに応え
ていける体制づくりを行う。

A
「スクールカウンセラー相談」、「心の校医健康相談」等の学校が設定している相談窓
口を活用する。

「薬物乱用防止教育」や「性教育」等の充実を図
り、生徒の健康・安全面に配慮した学校生活での
環境整備を推進する。

生徒指導部と連携して、「薬物乱用防止教育」や「性教育」等に関する講演会・講話を
実施する。

人権教育

特設授業の充実を図る。

各学年のテーマに沿った内容を実施する。

A

A

校外での研究会等で学んだことを、定例の情報交換会を通じて共有する。

教育センター等の研修については、職員に十分周知し、参加を促進する。

家庭や地域社会との連携を深める。

親の会や保護者会を利用し、保護者と連携して、生徒を見守り育てる。

A一学期早期に、入学生徒の出身中学校を訪問し、担当職員と情報交換を行なう。

一学期早期に、転編入生徒の前籍高校を訪問し、情報交換を行なう。

本校の教育目標や現状についての広報に努める。

中学校訪問、中高連絡会などを活用し、広報を行う。
研修

職員研修を推進する。

「授業公開週間」では，ＩＣＴを活用した授業やＡＬ型授業により、思考力・判断力・
表現力を育成することを念頭に置き、授業に臨む。

B

A

・「授業公開週間」では、ＩＣＴ機器を使用した授業展開をテーマに、相
互に授業を参観し意見を出し合うことで、自己の授業を振り返ることがで
きた。次年度もＩＣＴ機器を使用した授業を発展させたい。
・入学生の出身校訪問や転編入生徒の前籍校訪問で対象生徒の性格、対応
方法など詳しい情報を知り、特に不登校経験のある生徒について、不登校
にいたった経緯や指導歴を知ることで本校での指導に活かすことができ
た。
・本年も「学校案内パンフレット」を作成し、本校定時制課程の教育活動
の特徴について中学生やその保護者など周囲に示し、広報活動を行った。
また、ＨＰも随時更新し、学校行事や教育活動を適時報告して、閲覧者に
本校の活動を伝えた。次年度はＨＰのデザインを変更し、躍動感のある生
徒たちの活動や具体的な進路実績などを伝えられるようにする。
・「未来を切り拓く人材育成事業」では、学年を越えて陶芸教室や企業・
学校見学を実施し、通常の学校生活では経験できないことを経験できた。
次年度も進学や就労意識の啓発、キャリア教育や生徒が深く学べる内容に
してきたい。この事業について、生徒アンケートは共に高評価で、次年度
も継続していきたい

市町村広報誌に生徒募集の掲載を依頼する。

学校パンフレット、朝倉通信で、学校内外への生徒の活躍を発信する。

ホームページを利用し本校定時制の教育活動を伝える。

「未来を切り拓く人材育成事業」を通して，地域
文化理解と進路意識の涵養を図る。

A

・人権同和特設授業については、各学年のテーマに沿って身近な教材
を準備するなど担当者が生徒が理解できるように工夫を凝らしてい
た。
・人権に関する校外の研修会について職員が積極的に参加し、最新の
知識や状況を研修することができた。

A生徒を引きつけ、考えさせる教材を用いて、内容の充実に努める。

研修会への参加を促す。 年度当初、各研修会の紹介をおこない、年間一人一回は研修会に参加する。

陶芸教室を継続し、発展させる。
A

進路指導部と連携し、企業体験訪問を実施する。

学校説明でそれぞれの立場での説明には生徒に対
する熱い思いを感じることができ、本当に生徒は
幸せだなと強く思いました。将来朝高で学んだこ
とが大きく開花することと心から期待していま
す。

　少子化の影響で学校教育の在り様もずいぶん変
化してきていますが、先生方のお話の中で強い信
念がうかがえ朝高の素晴らしい校風とともに、朝
高の魅力を大いに発信してほしい。

定時制でいろいろな成果が上がっているのはうれ
しい限りです。
卒業式での心温まる当時が聞けるであろうと楽し
みにしています。
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